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《 北米産大豆 》 

１１／１２年世界大豆生産予測、上方修正 
 アメリカ農務省がこのほどまとめた、11／12年度の世界の大豆生産高予測は、前回比０．６％増の２
億５，８９９万トンに上方修正されました。これは、米国、インドの生産量が前回から増加している
ためです。 
 また、世界の大豆需給予測は生産高、期初在庫が前回から増加している一方で、需要は微減となっ

たことから、期末在庫は同２．６％増の６，２５５万トンに上方修正されました。 
 

例年下回る気温で収穫遅延 

 アメリカ農務省が２６日発表した、９月２５日現在の米国大豆落葉率は、主要１８州平均で５８％ 

（前年７４％、平年６８％）と、平年値を１０ポイント下回っております。 

また、米国大豆収穫率は、主要１８州平均で５％（前年１５％、平年１１％）とこちらも平年値を

６ポイント下回っております。 

収穫期では、ありますが、全体的に気温が例年を下回り、大豆・トウモロコシの水分保持率が減少

しないことなどから、収穫作業は遅延しており、今後の天候次第では大豆の品質悪化や単収減を招く

可能性があると思われます。 

 

１１年産カナダ産大豆、単収減によって減産予測 

 カナダ農務・農産食品省がこのほど、同国の１１年産穀物・油糧種子レポートを発表しました。大

豆生産量は、単収減から前年比１１％減の３９０万トンになることを予想しています。 

 また、カナダ産大豆の州別の生産比率はオンタリオ州が６７％、ケベック州が２１％、マニトバ州

が１０％になることを見込んでいます。 

 

《 中国産大豆 》 

１１年産中国大豆、生育状況 

商社からの情報によりますと、全体的に落葉が進み生育の最終段階に入っています。大豆のサイズ

は昨年産と比較し、若干小ぶりであり、１００粒重も軽いようです。収穫までもう少しです。 
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《 国産大豆 》 

２２年産９月の落札状況 

平成２２年産国産大豆の９月の入札結果が、日本特産農産物協会から発表されました。それによる

と、上場数５０１．９トンで、落札が７３．２トン、落札率が１４．６％という結果となりました。２

１年産と比較すると落札率は、低下したものの、平均落札価格は、上昇しました。 

（前年９月の落札率は１８．１％、前年９月の平均落札価格より６０ｋｇ／３８１円高値） 

また、８月と比較すると、落札率は、２９ポイント下がり、平均価格は、６０ｋｇ／２０４円安くな

りました。これで、今年の入札は、終了となりました。 
     入札月     上場数量     落札数量     落札率              

１２月    １，２８１．８ｔ      １４８．５ｔ   １１．６％ 

１月    ２，７６２．９ｔ      ７６１．４ｔ   ２７．６％ 

２月    ９，４４４．４ｔ    ２，２３７．７ｔ   ２３．７％ 

３月    ５，６１５．５ｔ    １，７１４．７ｔ   ３０．５％ 

４月   １４，４２９．３ｔ    ５，５９４．９ｔ   ３８．８％ 

５月    ７，５０５．７ｔ    ２，４１８．７ｔ   ３２．２％ 

６月   １２，２９６．７ｔ    ４，０６７．５ｔ   ３３．１％ 

７月    ７，６８３．６ｔ    ２，５４８．５ｔ   ３３．２％ 

８月    ２，５３０．１ｔ    １，１０２．３ｔ   ４３．６％ 

      ９月      ５０１．９ｔ       ７３．２ｔ   １４．６％          

累計   ６４，０５１．９ｔ   ２０，６６７．４ｔ   ３２．３％ 

 

《 大豆生育状況 》 

２３年産岩手ナンブシロメ  

 弊社の契約栽培先である岩手ふるさと農協のナンブシロメの様子です。中耕、培土が、タイミング

よく行われたので、梅雨、湿害の影響は、例年よりも少なかった状況です。９月２８日現在、莢着き

も多く（一株当たり５０莢程度）、虫害は少ない様子です。収穫時期は、１０月下旬になる見込みです。 
〈莢着き〉                  〈圃場にて〉 
                         


